
roba
ヒント・コメント
最後の3行から選ぶべき選択肢が浮かび上がるはず。

roba
ヒント・コメント
筆者のwildernessについての説明。

roba
ヒント・コメント

子供を描いた文学の特徴として、大人たちの監督から自由な世界。
語句：out of the picture重要でない、無関係で
作品と著者：
The Lion, the Witch and the Wardrobe：L.S.Lewis
Railway Children:E. Nesbitt

roba
ヒント・コメント
筆者の子供時代の世界も、本などで知る子供たちの世界も、時代を超えてwildernessという点で関連性、連続性がある、という。そしてそこは両親の助けも干渉もない世界。

語句：menace―n.1 脅威（を与えるもの）、脅し、脅迫

roba
ヒント・コメント
a very grave. very significant shift in our idea of childhood、またThe wilderness of childhood has gone.という点に注目する。



roba
ヒント・コメント
Bを選んでしまわないこと。情報が親を煽っているように思われると言っている。実際の親の心配にはそれでけの根拠があるのかどうか？

roba
ヒント・コメント
wildernessをmagic hourと言い換えているが、それは今でも体験できることを感じているが、そこには他の子供がだれもいないことで筆者も自分の娘に付き添いなしに体験することに躊躇している様子。この段落の最後の三行をしっかり読むこと

roba
ヒント・コメント
芸術の話に戻っている。子供たちの冒険、探検がなければ、文学はこれからどうなるのか、という危惧。



roba
ヒント・コメント
Aで取り上げられているのは親や社会によって管理された場所や機器。
Bをどう考えるか？Aで紹介れているものによって、もはやwildernessはないのか？



roba
ヒント・コメント
文章の最後の結論部分で判断できるのは？

roba
ヒント・コメント
（１）　１－Ｄ　２－Ｅ　３－Ａ　４－Ｌ　５－Ｇ　６－Ｉ　７－Ｈ　８－Ｋ
（２）　１－Ｄ　　２－Ａ　　３－Ｄ
（３）　Ｃ




